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大学を核とした産業競争力強化プラン

「大学力」の基盤強化

グローバル人材の育成
大学発の
イノベーション創出

KPI：１０年で２０の
大学発新産業創出

社会との接続・連携強化
学び直しの促進

KPI：大学・専門学校等の
社会人受講者数を20万人に

KPI：日本人留学生
倍増(6万人→12万人)
外国人留学生30万人

KPI：
英語力強化
TOEFL iBT

平均80点相当
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KPI：大学ランキング
100位以内に10校

初等中等教育段階からの世界トップレベルの学力・人間力強化／“グローバルJr.”の育成

自立心

基本方針

◆国際的な学力調査(PISA)◆
○全分野トップレベル

読解力 ８位/65
数学的リテラシー９位/65 さらに上昇
科学的リテラシー５位/65

◆高校生留学◆
○短期、長期とも倍増

３万人 ６万人

◆英語力（受験英語から実用英語への転換）◆
○日本人のTOEFL平均点向上

TOEFL iBT 69点 80点
○生徒が英語で自由にコミュニケーショ

ンできる。
中卒時の英検3級程度以上 26％ 50％
高卒時の英検準2級・2級程度以上30％ 50％

◆学力・人間力◆
★課題解決型学力定着のための、言語
活動やICT活用等を通じた授業革新、
国語力の向上
★習熟度別指導、放課後等の発展・補
充指導で個々の能力をとことん伸張
★産業界トップランナー等による教育機
会の充実
★教師力の向上、指導体制の充実、教
材・設備等の環境整備

◆外国語によるコミュニケーション能
力・論理的思考力◆

★外国語教員の語学力・指導力の大幅改善
★子供たちの英語漬け体験の機会の充実
（イングリッシュキャンプ 等）
★ICTを活用した海外との交流授業の促進
★TOEFL等の大学入試への活用と大学入学
後の継続的利用の促進

◆海外に打って出る突破力◆
★官民協力により生徒が早期から海
外に出る機会を大幅拡大（高校生
留学応援）
★全国規模の留学フェア開催
★柔軟な教育システムにより高校留
学の促進 等

課題発見・解決力

コミュニケーション力

クリティカル・シンキング力

情報取捨選択力

社会貢献意識

などを育成

国際的視野

グローバル基礎力の修得

具体的方向性

◆国際バカロレア認定（候補）校◆ 今後５年間で１６校 ２００校へ

★グローバルリーダーを育成するためのカリキュラムの充実
★「日本語ＤＰ」開発による国際バカロレア導入の促進、学習効果の向上

ＫＰＩ
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